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【令和４(2022)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 本研究は、廃プラスチックリサイクルの阻害因子となっているハロゲン族を新たな技術で除去・回

収・有効利用して、プラスチックリサイクルの促進に資することを目的としている。これらを具現化す

るために、研究はプロセス開発、マテリアルフロー解析・ライフサイクルアセスメント、技術・政策の

国際動向分析の３部構成からなり、体系化されている。 

 

（意見等） 

 三つのスケールで脱ハロゲン実験を実施し、高い脱塩率、塩素回収率の達成が可能であるとの結果を

得ている。また、脱臭素実験を開始し、鉄粉添加で脱臭素速度が向上することを明らかにしており、特

許出願している。さらに、国内臭素フロー解析、PVC 利用形態推移、塩素循環国際フロー解析、塩素及

び臭素含有プラスチックの選別技術・処理フローについての文献調査を行っており、評価できる。 

しかし、実験データに基づく説得力のある研究成果が示されていないため、論文を公表することなど

により研究成果が客観的に判断できるよう、今後の努力が必要である。 

 


